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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月13日(2010.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　最内周の半径Ｒｉｄ [ｍ]、および最外周の半径Ｒｏｄ [ｍ]を有し、データを記録する
データ領域を備え、
　前記データの記録再生時における回転速度がＲＰＳ[ｒｐｓ]、λ１（＝２×π×Ｒｉｄ
×ＲＰＳ / ３０００００）、λ２（＝２×π×Ｒｏｄ×ＲＰＳ / １０００００）とした
場合、λ１からλ２の範囲の波長を有するうねりが、標準偏差値（シグマ値）にして、０
.０５ｎｍ以下に設定されている磁気記憶媒体。
【請求項２】
　空気膜の共振周波数がｆｒ[Ｈｚ]の磁気ヘッドスライダに保持された磁気ヘッドにより
データの記録再生が行われるデータ領域を有し、当該データ領域の最内周の半径がＲｉｄ
 [ｍ]、最外周の半径がＲｏｄ [ｍ]である磁気記億媒体において、
　前記データの記録再生時における回転速度をＲＰＳ[ｒｐｓ]、共振周波数の帯域幅をΔ
ｆｒ[Ｈｚ]、波長λ１＝２×π×Ｒｉｄ×ＲＰＳ / （ｆｒ＋Δｆｒ）、波長λ２＝２×
π×Ｒｏｄ×ＲＰＳ / （ｆｒ－Δｆｒ）とする場合、
　λ１からλ２の範囲の波長を有するうねりが、標準偏差値（シグマ値）にして、０.０
５ｎｍ以下に設定されている磁気記憶媒体。
【請求項３】
　複数のトラックを有しデータを記録する記録領域を備え、
　前記データの記録再生時における回転速度をＲＰＳ[ｒｐｓ]、第１波長λ１および第２
波長λ２を求めるのに用いられる任意のトラックの半径をＲｄ[ｍ]、λ１＝２×π×Ｒｄ
×ＲＰＳ / ３０００００）、λ２（＝２×π×Ｒｄ×ＲＰＳ / １０００００）とする場
合、
　λ１からλ２の範囲の波長を有する前記任意のトラック内のうねりが、標準偏差値（シ
グマ値）にして、０.０５ｎｍ以下に設定されていることを特徴とする磁気記憶媒体。
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【請求項４】
　空気膜の共振周波数がｆｒ[Ｈｚ]の磁気ヘッドスライダに保持された磁気ヘッドにより
データの記録再生が行われるデータ領域を備え、このデータ領域が複数のトラックを有す
る磁気記億媒体であって、
　前記データの記録再生時における回転速度をＲＰＳ[ｒｐｓ]、共振周波数の帯域幅をΔ
ｆｒ[Ｈｚ]、任意のトラックの半径をＲｄ[ｍ]、波長λ１＝２×π×Ｒｄ×ＲＰＳ / （
ｆｒ＋Δｆｒ））、波長λ２＝２×π×Ｒｄ×ＲＰＳ / （ｆｒ－Δｆｒ）とする場合、
　λ１からλ２の範囲の波長を有する前記任意のトラック内のうねりが、標準偏差値（シ
グマ値）にして、０.０５ｎｍ以下に設定されている磁気記憶媒体。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の磁気記憶媒体と、
　前記磁気記億媒体に対するデータの記録再生を行う磁気ヘッドと、
　前記磁気ヘッドを保持して、前記磁気記録媒体上を浮上する磁気ヘッドスライダと、を
備える磁気記憶装置。
【請求項６】
　前記磁気ヘッドスライダは、前記磁気記憶媒体が回転している間、前記磁気記憶媒体と
の間に正圧及び負圧を発生するように構成されている請求項５に記載の磁気記憶装置。
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